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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雨水を竪樋から雨水貯留槽に導く雨水集水器であって、
　雨水導出口と該雨水導出口よりも上方に溢流水導出孔が形成された側壁を有し、前記竪
樋の下端部外周面及び下端部開口部と空間を設けて配置される有底筒状の取水管と、
　底部に排水口を有し、前記取水管の外周に空間を設けて配置される溢流水排出管とを具
備することを特徴とする雨水集水器。
【請求項２】
　請求項１に記載の雨水集水器であって、
　前記取水管及び前記溢流水排出管は、鉛直方向の分割面をもって二分割されたものが、
設置の際に接合されるものであることを特徴とする雨水集水器。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅等建物の竪樋から雨水を集水し、集水した雨水を雨水貯留槽に導く雨水
集水器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、雨水の有効利用を目的として、建物の竪樋から雨水を集水し、この集水した
雨水を雨水貯留槽に導いて貯留し、この貯留した雨水を園芸用水や非常用水として利用す
ることが行われている。
【０００３】
　このような雨水の利用においては、竪樋からの雨水を雨水貯留槽に導く配管が必要とな
るが、この種の配管構造としては、従来下記特許文献１に示すものが提供されている。
【０００４】
　図４は、特許文献１に示す竪樋１、雨水貯留槽２、及びこれらの間の配管構造３を示し
ており、この図において、竪樋１の下端部には、フィルターを介して集水管路４が接続さ
れ、この集水管路４の吐出端が雨水貯留槽２の下部まで挿入され、雨水貯留槽２の上部に
はオーバーフロー用配管６が接続され、竪樋１には、バイパス管７が分岐して設けられ、
このバイパス管７の下端部がオーバーフロー用配管６に接続されている。配管構造３は、
集水管路４、オーバーフロー用配管６、及びパイパス管路７により構成されたものである
。
【０００５】
　この構成において、雨水は、竪樋１からフィルターで濾過されて雨水貯留槽２内に貯留
され、雨水貯留槽２内の雨水が一定量以上となったときオーバーフロー用配管６から外方
へ排出される。また、大雨のときの雨水は、雨水貯留槽２内で溢れた分がバイパス管７を
通って直接オーバーフロー用配管６に導かれ、排水される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１５５７６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上記の配管構造３は、竪樋１の下端部を雨水貯留槽２の上方に位置させ、こ
の竪樋１の下端部に導かれた雨水を集水管路４を経て重力により雨水貯留槽２に導入し、
また、バイパス管７を別管路として設置するように構成されている。
【０００８】
　したがって、この配管構造３においては、竪樋１を雨水貯留槽２よりも上方の高所で切
断する必要があるため施工作業に手間がかかり、また、雨水貯留槽２の設置を撤去する際
に、配管構造３の取り外し工事が煩雑で集水管路４及びバイパス管７等の廃材処理にも手
間がかかるという問題があった。
【０００９】
　また、雨水貯留槽２より上方において左右に延出させた集水管路４及びバイパス管７を
設ける必要があるため、例えばこの配管構造３を多層階の集合住宅等に設置する場合には
、ベランダの比較的高い位置に管路が張り出すように配置されることになり、管路が空間
を占有することによってベランダ上の活用空間が狭くなってしまうという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る雨水集水器は、上記した課題を解決するべく、下記の手段を提供している
。
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　すなわち、請求項１に係る雨水集水器は、雨水を竪樋から雨水貯留槽に導く雨水集水器
であって、雨水導出口と該雨水導出口よりも上方に溢流水導出孔が形成された側壁を有し
、前記竪樋の下端部外周面及び下端部開口部と空間を設けて配置される有底筒状の取水管
と、底部に排水口を有し、記取水管の外周に空間を設けて配置される溢流水排出管とを具
備することを特徴とする。
　また、請求項２に係る雨水集水器は、前記取水管及び前記溢流水排出管が、鉛直方向の
分割面をもって二分割されたものが、設置の際に接合されるものであることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明による雨水集水器によれば、上記した解決手段によって下記の効果を奏する。
　すなわち、請求項１に係る雨水集水器によれば、竪樋の下端部開口部を中に位置させて
取水管を設けた構成であるから、竪樋を高所で切断する必要がなく、該雨水集水器の設置
及び取り外し作業工程が簡単であるという効果を奏する。
【００１２】
　また、雨水集水器が竪樋を内包し、竪樋からの雨水を取水管内で水位を上昇させて雨水
貯留槽に供給するものであるから、雨水集水器の占有スペースが少なくて済み、設置場所
周囲の空間の有効利用を図ることができるという効果を奏する。
【００１３】
　また、取水管の外側に溢流水排出管を設けたので、降雨量が多い場合等、雨水貯留槽の
雨水が満水となったときに溢れた雨水を直接排出することができるという効果を奏する。
　また、取水管の外周を囲むように溢流水排出管が設けられているため、雨水集水器がコ
ンパクトにまとまるという効果を奏する。
【００１４】
　また、請求項２に係る雨水集水器によれば、取水管及び溢流水排出管を雨水集水器の設
置の際に接合する構成としたので、該設置作業を容易に行うことができるという効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】は、本発明の一実施形態として示した雨水集水器の縦断面図である。
【図２】は、本発明による雨水集水器における取水管の分割体を示す斜視図である。
【図３】は、本発明による雨水集水器が設置された建物の要部の概略構成を示す正面図で
ある。
【図４】は、従来の雨水集水のための配管構造を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る雨水集水器の実施形態について、図を参照して説明する。
　図１は、本発明による雨水集水器Ａを示す図であって、雨水集水器Ａは、二重の管構造
を成しており、内管を構成し竪樋２０から排出された雨水を受けて溜める取水管２１と、
該取水管２１から雨水貯留槽２２へ雨水を導く雨水導出口２３と、外管を構成し、雨水導
出口２３に導出し切れなかった雨水を取り込んで下方へ排出する溢流水排出管２４とを有
している。
【００１７】
　雨水集水器Ａを設置する対象となる竪樋２０は、長尺の筒状体であり、建物の外壁面に
沿って上下方向に設置されたものである。この竪樋２０の下端は、建物のベランダ付近で
切断されており、下端部開口部２５が形成されている。
【００１８】
　取水管２１は、有底円筒状に形成された管であり、図２に示すように、鉛直方向の分割
面において２つに分割及び接合することが可能な分割体２１ａ、２１ｂからなっている（
接合手段は不図示）。図１に示すように、取水管２１は、その内部に竪樋２０が位置する
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ように、竪樋２０の下端部の外周を囲むように配置され、取水管２１の底部を閉塞する底
板部２６が竪樋２０の下端部開口部２５と対向するように配置される。
【００１９】
　この場合、底板部２６と竪樋２０の下端部開口部２５との間は、雨水を十分に満たし、
かつ雨水を効率よく上昇させて雨水導出口２３に導けるように３ｍｍ～１５ｍｍの間隔を
隔てて配置されており、この間の空間は、折返し流路２７を構成している。
　また、取水管２１の内周面と竪樋２０の外周面との間は、雨水を十分に満たし、かつ雨
水を効率よく上昇させて雨水導出口２３に導けるように３ｍｍ～１５ｍｍの間隔を隔てて
配置されており、この間の空間は水位上昇流路２８を構成している。
【００２０】
　また、取水管２１の分割体２１ｂの上端部側には、竪樋２０の下端部開口部２５から寸
法Ｌ１上方に雨水導出口２３に雨水を導出する孔３０が形成されており、この孔３０の周
縁部から取水管２１の側方に延出するように前記雨水導出口２３が連設されている。
【００２１】
　また更に、取水管２１には、雨水導出口２３に導出し切れなかった溢流水を溢流水排出
管２４に排出する溢流水導出孔３１が雨水導出口２３より更に寸法Ｌ２上方に形成されて
いる。
【００２２】
　溢流水排出管２４は、円筒状に形成された管であり、取水管２１と同様に、鉛直方向の
分割面において２つに分割することが可能な分割体（不図示）を互いに接合して形成され
ている。溢流水排出管２４は、その内部に取水管２１が位置するように設置されるもので
ある。この場合、溢流水排出管２４の内周面と取水管２１の外周面とは雨水を十分に満た
し、かつ雨水を効率よく排出させ排水管３５に導けるように３ｍｍ～２０ｍｍの間隔を隔
てて配置されており、この間の空間は、溢流水排出流路３２を構成している。
【００２３】
　また、溢流水排出管２４は、その下部に該溢流水排出管２４の下端縁から内方に張り出
した底壁部３３と、該底壁部３３の中心に形成された孔３４から延出した排水管３５とを
有している。
　この底壁部３３は、円滑な排水が可能なように取水管２１の底板部２６と一定間隔を隔
てて配置されており、この間の空間は下部溢流水排出流路３６を構成している。
【００２４】
　また、溢流水排出管２４には、雨水導出口２３を外方へ延出させる貫通孔３７が形成さ
れている。
【００２５】
　この場合、雨水導出口２３と溢流水排水管２４とは、貫通孔３７内において水密構造を
もって接合されている。
　なお、上記の構成において、竪樋２０、取水管２１、溢流水排出管２４は、相互の位置
関係が上述した関係を維持できるように、図示しないフレーム部材により保持されている
。
【００２６】
　図３は、上記の雨水集水器Ａを設置した建物の要部を示す図である。この図に示す建物
４０は、多層階からなる集合住宅であって、各階に設けられたベランダ４１、４１間には
、上下方向に向けて竪樋２０が支持されている。各竪樋２０は、その上下方向の複数個所
が不図示の支持具により建物の壁面に支持されており、その下端部開口部２５がベランダ
を貫通するように設けられた継手管４２の上方に位置するように配置されている。
【００２７】
　この建物４０のｎ階４３には、ベランダ４１に雨水貯留槽２２が設置されており、この
雨水貯留槽２２に雨水集水器Ａで集水した雨水が供給されるようになっている。
　この場合、図１に示す雨水導出口２３は、図３に示す雨水貯留槽２２に接続されている
。また、図１に示す排水管３５の下端部は、図３に示す継手管４２に連結されている。
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【００２８】
　上記の雨水集水器Ａを設置するには、まずｎ階４３に設けられた竪樋２０の下端部の外
周と上記の間隔を隔てて、取水管２１の分割体２１ａ、２１ｂを分割面を対向させて竪樋
２０の下端部の外周に配置し、接着剤で分割面を接合する。同様にして、溢流水排出管２
４の分割体を分割面を対向させて取水管２１の外周に上記の間隔を隔てて配置し、接着剤
で分割面を接合する。このようにして竪樋２０の下端部開口部２５を中心に配置して該取
水管２１、溢流水排出管２４を順次設置し、排水管３５を継手管４２に連結する。
【００２９】
　そして、雨水集水器Ａの近傍に雨水貯留槽２２を設置し、この雨水貯留槽２２に雨水導
出口２３を接続して設置を完了する。
【００３０】
　次に、上記の構成からなる雨水集水器Ａの作用について説明する。
　雨天時において、図３に示す建物４０の屋上における雨水は集水溝等に導かれた後竪樋
２０内に流入し、上層階からｎ階４３の竪樋２０に導かれ、雨水集水器Ａに供給される。
【００３１】
　図１に示す雨水集水器Ａにおいて、竪樋２０に導かれた雨水は、その下端部開口部２５
から流出し、取水管２１内に供給される。取水管２１内の雨水は、取水管２１が有底円筒
状に形成されているので、折返し流路２７を通って水位上昇流路２８内に流入し、この水
位上昇流路２８内の水位が上昇する。
【００３２】
　ここで、水位上昇流路２８内の水位が雨水導出口２３の位置に達すると、この水位上昇
流路２８内の雨水が雨水導出口２３を通って雨水貯留槽２２に供給される。
　かくして、雨水集水器Ａから雨水貯留槽２２に供給される雨水の量が上限に達したとき
に雨水貯留槽２２が満水となって、雨水の貯留が完了する。
【００３３】
　一方、雨水貯留槽２２が満水となった場合には、雨水集水器Ａの取水管２１から雨水貯
留槽２２への雨水の供給が停止し、取水管２１の水位上昇流路２８内の水位が更に上昇す
る。
【００３４】
　そして、水位上昇流路２８内の水位が溢流水導出孔３１の高さに達すると、この水位上
昇流路２８内の雨水が溢流水導出孔３１を通って溢流水排出管２４内に排出される。溢流
水排出管２４内の雨水は、溢流水排出流路３２、下部溢流水排出流路３６を通って排水管
３５内に流入し、この排水管３５から継手管４２を経て順次下層階の竪樋２０へ導かれ、
更に建物の下部へ導かれた後下水管に排出される。
【００３５】
　上述したように、雨水集水器Ａは、竪樋２０の下端部を内側に位置させて取水管２１を
配置し、更に取水管２１の外側に溢流水排出管２４を配置する構成である。したがって、
竪樋２０を切断する必要がなく、該雨水集水器Ａの設置及び取り外し作業工程が簡単であ
るという効果が得られる。
　また、取水管２１及び溢流水排出管２４が分割及び接合が可能に構成されているため、
下端を開口させた竪樋２０に対し雨水集水器Ａの設置が容易にできるという利点がある。
【００３６】
　また、雨水集水器Ａが竪樋２０を内包し、竪樋２０からの雨水を取水管２１内で水位を
上昇させて雨水貯留槽２２に供給し、また、取水管２１の外周に配置された溢流水排出管
２４内に溢流水を導き排水するものであるから、雨水集水器Ａがコンパクトとなり、ベラ
ンダにおける占有スペースが少なくて済み、設置場所周囲の空間の有効利用を図ることが
できるという効果を奏する。
【００３７】
　また、竪樋２０内の雨水を取水管２１内の水位上昇流路２８に導き、この水位上昇流路
２８内において雨水の水位を上昇させた上で雨水貯留槽２２に供給するものであるから、
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この雨水集水器Ａをベランダ４１上面等低い位置に設置したにもかかわらず、雨水貯留槽
２２における雨水受け入れ部の高さが比較的高くても対応可能であり、低い位置に設置し
ても各種高さの雨水貯留槽に対応できるという効果が得られる。
【００３８】
　上記の実施形態においては、雨水集水器Ａの構成として、竪樋２０の下端部、取水管２
１、及び溢流水排出管２４を用いる構成としたが、溢流水の処理を雨水集水器Ａ以外の場
所で行う場合には、雨水集水器Ａを竪樋２０と取水管２１だけで構成しても良い。例えば
、雨水貯留槽２２側に溢流水排出部を設けておき、取水管２１から雨水貯留槽２２に雨水
を供給して雨水貯留槽２２が満水となったとき、雨水貯留槽２２から溢れた雨水を排水す
ればよい。
【符号の説明】
【００３９】
Ａ　　雨水集水器
２０　竪樋
２１　取水管
２２　雨水貯留槽
２３　雨水導出口
２４　溢流水排出管
２５　開口部
２６　底板部
３１　溢流水導出孔

【図１】 【図２】
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